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概要：日本図書館協会分類委員会により、『日本十進分類法新訂 10 版』が 2014 年 12 月
発行された。1995 年 8 月の『日本十進分類法新訂 9版』の刊行以降、概ね 20 年ぶりの日本
十進分類法の改訂である。 
今後の日本図書館界の主題組織化を担う『日本十進分類法新訂 10 版』のうち、本稿では、
建築における様式及び言語による区分について、検討を進めた。 
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１．はじめに 
 2014 年 12 月に『日本十進分類法新訂 10 版』(以
下、『NDC10』、以下、他版も同様)が刊行された1。
1995 年 8 月刊行の『NDC9』以来、概ね 20 年ぶり
の改訂である。今後の日本図書館界の主題組織化
を担う『NDC10』について、検討を進めたい。本稿
では多面的な検討内容の内、『NDC10』の建築にお
ける様式及び言語による区分について検討を進め
る。 
 
２．『NDC10』における各様式の建築の取り扱い 
『NDC10』では各様式の建築は次のようになっ
ている。 
＜521 / 523 様式別の建築＞ 
  *日本，東洋，西洋およびその他の様式に 
わたる建築史は, 520.2 の下に収める 
 
この中間見出しにより、各様式の建築は次のよ  
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うに、「521 日本様式の建築」、「522 東洋様式の
建築．アジア様式の建築」、「523 西洋様式の建築． 
その他の様式の建築」に 3 分される。 
この 3 分された「○○様式の建築」(分類項目名 
は○○の建築)について、個々に検討をしていく。 
 
2.1  「521  日本の建築」 
  *ここには，歴史，様式，図集を収める； 
歴史上の個々の建造物は，各時代に収め 
ず 521.8 に収める 
      < .2 / .6  各時代> 
      . 2  原始時代 
       ・・・ 
      . 6 近代：明治・大正・昭和・平成時代 
       *日本の和洋建築史は，ここに収める 
      *日本の洋風建築史 → 523.1 
      .8  各種の日本建築．国宝・重要文化財の 
建造物 
     *ここには，歴史的建造物を収める 
    [.9]  洋館 →523.1 
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 このように、521.2 /.6 は原則的に日本様式の建
築[史]を時代区分に従って収める。なお、明治以
降の近代建築[史]は、日本の和洋建築史は 521.6
に、日本の洋風建築史は、「523 西洋の建築．その
他の様式の建築」に収める。 
 これらを総合すると、「521 日本の建築」は、
日本という地理的場所における建築物等を納める
のではなく、日本様式の建築物を納める箇所であ
る。 
 
2.2  「522  東洋の建築．アジアの建築」 
次に、東洋の建築．アジアの建築を参照する。 
  522  東洋の建築．アジアの建築 
     *ここには, 歴史，様式，図集を収める 
      .1  朝鮮 
      .2  中国 
      .24  台湾 
       ・・・ 
      .3  東南アジア 
      .5  インド 
   [.6] 西南アジア →522.7 
      .7  西南アジア 
            *別法：522.6 
   .9  中央アジア．北アジア 
 
一見すると地理区分の例示展開のように見受 
けられるが、先に見た中間見出し「＜521 / 523 様
式別の建築＞」及びその注記により、あくまで「建
築様式」による区分である。ただし、「522.1 朝
鮮」、「522.2 中国」以下の展開の記号法はあたか
も地理区分の適用であるかの錯覚を抱かせる2。 
 では、例えば「インドネシアの建築」を分類し
ようと考えるとどのような対処があるだろうか。 
 NDC10 の展開では、「522.3 東南アジア」の
建築までしか細分ができない。結果として、
「522.3 東南アジア」の建築には、インドネシ
アの建築をはじめ、東南アジア各国、各地域の建
築が混在することになる。その中での第二配列要
素は、著者記号または図書記号であろう。 
 書架では、「522.3 東南アジア[の建築]」の箇
所に、東南アジアの建築及び、インドネシアの建
築、ベトナムの建築、タイの建築、カンボジアの
建築、ラオスの建築、ミャンマーの建築、フィリ
ピンの建築等が混配される。 
同じく OPAC での分類検索「522.3」において
も、検索結果は同様に混配状態である3。 
 対象資料の相対的な総量から考えて、この混配
状態は、特に問題がないとの判断であろうか。 
 「522  東洋の建築．アジアの建築」における
細区分は地理区分ではないのだから、具体的な建
築様式をより細かく列挙すべきではないだろうか
4。 
 
2.3  「523  西洋の建築．その他の様式の建築」 
     *地理区分 
     *ここには，歴史，様式，図集を収める 
   < .02 / .07  各時代> 
      .02 原始時代 
      .03 古代：ギリシア, ローマ 
     ・・・ 
      .07  20 世紀‐ 
      .1 / .7 各国の建築 
    *別法：日本の歴史的建造物は, すべて 
521.8/.9 の下に収める 
このように、「523  西洋の建築．その他の様式
の建築」では、「*地理区分」の指示がある5。 
 「521 日本の建築」、「522  東洋の建築．アジ
アの建築」においては、建築様式による細区分で
あったものが、「523  西洋の建築．その他の様式
の建築」では、「*地理区分」という異なる区分特
性を指示している点を強調しておく。 
 これは先に見た中間見出し「<521 / 523 様式別
の建築>」の意味することと明らかに異なる。論
理的矛盾を侵さないためには、西洋やその他の地
域では、地理区分で示される各国、各地域がそれ
ぞれの建築様式と合致していることが必要である。
これは論理的に困難である。 
さて、ここで「*地理区分」の指示および
「[523].1/.7  各国の建築」に従い、地理区分を
適用すれば、次のようになろう。なお、分類項
目の名辞は、冗長を承知で記した。また、「西洋
様式等の建築」は正確には、「西洋様式．その他
の様式の建築」の意である。 
523.1    日本における西洋様式等の建築 
523.2    アジアにおける西洋様式等の建築 
523.21   朝鮮における西洋様式等の建築 
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 523.22   中国における西洋様式等の建築 
    ・・・ 
523.3    西洋における西洋様式等の建築6 
    .33  イギリスにおける西洋様式等の 
建築 
    .332 スコットランドにおける西洋様式 
等の建築 
  ・・・ 
のような展開となる。 
 なお、「521.6  近代：明治…」の第 2 の注記で
「*日本の洋風建築史→523.1」と注参照がある。 
 
2.3.1  *別法：521.8/.9 日本の歴史的建造物 
 「523  西洋の建築．その他の様式の建築」の
「*別法：日本の歴史的建造物は, すべて 521.8/.9
の下に収める」も上記の展開に対応している。 
ここで「521.8 / .9」を参照すると、二つの不整
合が存在する。 
第一は、「521.8 各種の日本建築．国宝・重要 
文化財の建造物 *ここには歴史的建造物を収め
る」とあるが、別法指示の元は「523.1 日本の建
築」、すなわち、日本における西洋様式等の建築等
7であり、別法先の「521.8 各種の日本建築」とは、
その包含内容に矛盾がある。 
 第二は、「[.9]  洋館 →523.1」があり、「521.9」
は、二者択一項目である8。すなわち分類原則は、 
「523.1  日本の建築」は、地理的概念としての 
日本における西洋建築や、その他の様式の建築9を
も包含すると考えられる。 
 しかし、別法はその対象建築を「歴史的建造物」
に限定している。例えば、国立西洋美術館10など
が匹敵するのであろう。 
この別法採用の展開では、「521.8 / .9」は歴史
的建造物、かつ、西洋の建築様式等を収め、他の
歴史的建造物でない西洋の建築様式等は、523.1 
に収めることになる。「521 日本の建築」が日本
様式の建築であるのに対して、「523  西洋の建築．
その他の様式の建築」では、地理区分展開を用い
たことによる矛盾である。 
 
2.3.2  「523  西洋の建築．その他の様式の建築」 
「523  西洋の建築．その他の様式の建築」の
< .02 / .07  各時代>では、西洋圏およびビザンチ
ン、サラセンのイスラム圏までが対象となってい
る。ここから、523.02 / .07 は、西洋圏＋イスラ
ム圏の建築様式史、建築史と考えられる。 
すると、「523.1 / .7 各国の建築」は具体的に展
開するとどうなろうか。 
 523.1  日本の建築 
.2  東洋の建築．アジアの建築 
   .3  西洋の建築 
  .33   イギリスの建築 
   .34   ドイツ．中欧の建築 
   .35   フランスの建築 
       ・・・ 
   .4  アフリカの建築 
   .5  北アメリカの建築 
  .51   カナダの建築 
  .53   アメリカ合衆国の建築 
        ・・・ 
   .6  南アメリカの建築 
  .7  オセアニア．両極地方の建築 
 
 このように展開では、 
(1) 523.4 以降の展開は「西洋及びその他の様
式の各国の建築」の概念範囲と矛盾する。 
(2) 523.1  日本の建築、523.2 アジアの建築
も単純な地理区分展開では、「523  西洋の
建築．その他の様式の建築」の西洋圏およ
びビザンチン、サラセンのイスラム圏まで
の範囲を超える。 
  
 先に見た中間見出し「＜521 / 523 様式別の建
築＞」及びその注記により、あくまで「建築様式」
による区分である。にもかかわらず、「523  西洋
の建築．その他の様式の建築」に地理区分指示を
持ち込んだことによる矛盾が生じている。 
 このように、521 / 523 の様式別の建築の展開
は矛盾に満ちている。 
 
2.4  <526 / 527  各種の建築> 
<526 / 527  各種の建築> 
*ここには、現代の建築計画および工事誌を収
め、歴史的建造物は 521 / 523 に収める、と中間
見出しがある。 
例えば博物館は、 
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 526 各種の建築 
*綱目表に応じて区分 例：.06 博物館，…. 
ここから、 博物館建築 526.06  が導かれる。 
一方、本表の「069 博物館」では、 
069.2  博物館建築．博物館設備  
 →: 526.06  
と、「→: 526.06」への「をも見よ参照」がつい
ている。 
また相関索引を確認すると、 
博物館建築(建築)       526.06 
博物館建築(博物館学)  069.2  となってい
る。 
一般に、相関索引での限定語彙は、その前の被
限定語彙の扱われる分野などを示す。すなわち、
建築[学]における博物館建築は、526.06 に、博物
館学における博物館建築は、069.2 にと解釈がで
きる。 
二つの中で選択をするとしたら、どちらの学問 
分野の視点からの著作かということになる。また、
分類重出が可能な OPAC システムであれば、両方
を付与することも考えられる。 
  なお、相関索引で名辞「建築」を確認したが、
「建築」の下での合成語「博物館建築」等の列挙
はなかった。 
 
３．一般補助表「III 言語区分」と固有補助表「9) 
言語共通区分」、「10)  文学共通区分」の複数言
語の扱いについて 
 『NDC10』における一般補助表「III 言語区分」
と固有補助表「9) 言語共通区分」及び「10)  文
学共通区分」での複数言語の扱いは、その適用規
則が異なる。 
 これについては、『NDC9』の改訂時に、『NDC8』
での一般補助表「IV 言語共通区分」、「V 文学共
通区分」について、言語の集合(諸語)、及び、分
類記号を複数の言語で共有している言語には付加
しない、と変更している。しかし、一般補助表「III 
言語区分」については、現状踏襲としたためと考
えられる。 
 なお、複数言語の扱いについては、既に先行論
文で「言語共通区分の適用、0 類の言語区分の適
用」11において、考察の対象としたが、ここでは
視野をより一般化して、「３．一般補助表「III 言
語区分」と固有補助表「9) 言語共通区分」、「10)  
文学共通区分」の複数言語の扱いについて」とし
て、再び、検討の対象としたい。なお、論述の一
部に重複があることをお断りしておきたい。 
 
3.1  <031 / 038 各言語の百科事典>について 
3.1.1  その他の諸言語の百科事典 
 ここで、例示として「038.999 その他の諸言語
の百科事典」を取り上げる。まず、「030 百科事
典」の下位項目である「038 ロシア語」以下の部
分を抜粋で示す。 
 
   030 百科事典  
            *原著の言語による言語区分 
   <031 / 038  各言語の百科事典> 
     (中略) 
      038     ロシア語 
          .9   その他のスラブ諸語 
         *889 のように言語区分 
例：038.98 ポーランド語の
百科事典  
          .999 その他の諸言語 
                  *891 / 899 のように言語区分 
 例：038.99932 アイルラン 
ド語の百科事典 
 
 このように「038.999 その他の諸言語の百科事
典」には、注記「*891 / 899 のように言語区分 
例：アイルランド語の百科事典 038.99932」があ
る。これについて考えていく。 
 まず、8 類でアイルランド語を参照すると、
「893.2 アイルランド語」が存在する。また、分
類項目のインデンションが分かり易い一般補助表
の言語区分を抜粋で引用する。 
 
 -8    ロシア語 
  -89   その他のスラブ諸語 
     (中略) 
  -898    ポーランド語 
  -9    その他の諸言語 
          (中略) 
 -93   その他のヨーロッパ諸言語 
 -931    ケルト諸語 
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   -932      アイルランド語．スコットランド・ 
ゲール語 
 
ここで、一般補助表の言語区分では、「-932 ア
イルランド語」がある。これより、単純に「038.999 
+ -932 = 038.999932 アイルランド語の百科事典」
とすると、注記中での例示の「アイルランド語の
百科事典 038.99932」にならない。ここでは、合
成を次のように考える。 
038.999 + -[9]32  =    038.99932 
その他の諸言語の百科事典+その他の諸言語の
アイルランド語である。 
すなわち、ここではその他の諸言語のアイルラ
ンド語の「-[9]32」先頭の「その他の諸言語」と
いう意味をあらわす記号「[9]」が合成した記号中
に重複して出てくるので、省略して合成を行う。 
 よって、アイルランド語の百科事典は、「038.99 
+ -932 = 038.99932 アイルランド語の百科事典」
となり、注記の事例と一致する。 
 
3.1.2  ポーランド語の百科事典 
 では、ポーランド語の百科事典はどうか。「3.1.1」
で述べたようにポーランド語の百科事典は、
038.98 であった。 
 ここで、この二つの事例を比較してみよう。 
 「038.9 + -[89]8 = 038.98 ポーランド語の百科
事典」 
 「038.999 + -[9]32 = 038.99932 アイルランド
語の百科事典」 
 すなわち、「-89 その他のスラブ諸語」の百科事
典と、「-93 その他のヨーロッパ諸言語」の百科事
典とでは、一般補助表の言語区分を合成する時の、
左側の言語区分の形が異なる12。 
 
3.1.3  エスペラント語の百科事典 
 では、人工言語のエスペラント語の百科事典の
場合はどうなるのだろうか。やはり、「038.999 + 
-[9]91 = 038.99991 エスペラント語の百科事典」
となる。すなわち、一般補助表の言語区分におい
て、「-9 その他の諸言語」以降に列挙されている
言語の百科事典は、「038.999」の注記に従い、
「038.999 + 一般補助表の言語区分の言語記号か
ら[9]を省いた形」を取る。 
 しかし、こうした合成規則を「038.999 その他
の諸言語の百科事典」から読み解くのは、著しく
困難である。「各類概説」での丁寧な解説と、本表
中、該当箇所での分かり易い注記の追加を求めた
い。 
 
 いずれにせよ言語区分を行うのに、一般補助表
「III 言語区分」を単純に合成できず、8 類を参
照する構造は、正常な姿ではない。一般補助表の
基本的な合成規則の展開が望まれる。 
なお、9 類文学においても、次の「その他の○
○の文学」では、8 類の記号との合成指示がある
ことを追記しておく。 
 929 その他の東洋文学 
949 その他のゲルマン文学 
979 その他のロマンス文学 
989 その他のスラブ文学 
993 その他のヨーロッパ文学 
994 アフリカ文学 
995 アメリカ諸言語の文学 
 
3.2  固有補助表「9) 言語共通区分」の適用につ
いて 
 固有補助表「9) 言語共通区分」の第 1 注記は次
のように記載されている。(下線筆者) 
 
  *各言語は，すべて言語共通区分により細分す 
ることができる 例：829.762 アラビア語の語 
源；ただし、言語の集合(諸語)および分類記号 
を複数の言語で共有している言語には付加しな 
い 
例：829.37 モン・クメール諸語の音声, 829.42  
インドネシア語の辞典 
 
例示の意味がいささか分かりにくいが、「使
用できない」例である。 
 すなわち、一般補助表「III 言語区分」では、
モン・クメール諸語及びインドネシア語は、次の
ようになっている。 
 
-2937 モン・クメール諸語：ベトナム語[安南語] 
 -2942 ムラユ語[マレー語．マライ語]. インドネ
シア語 
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これから、「-2937 モン・クメール諸語」は、「言
語の集合(諸語)」に該当し、言語共通区分による
細分ができない。このため、「829.37 モン・クメ
ール諸語」で止め、「829.37 モン・クメール諸語 
+ -1(音声)」とはできない例を挙げている。 
また、「-2942 インドネシア語」は、「分類記号
を複数の言語で共有している言語」に該当し、や
はり言語共通区分による細分ができない。このた
め、「829.42 インドネシア語」で止め、「829.42 イ
ンドネシア語 + -3(辞典)」とはできない例を挙げ
ている。 
しかし、注記における「例：829.37 モン・ク
メール諸語の音声、829.42 インドネシア語の辞
典」のように、使用しない事例を「例：」として
表記することはいかがなものであろうか。もし、
記載するのであれば、例えば、「例：×829.371 モ
ン・クメール諸語の音声、×829.423 インドネシ
ア語の辞典」のような記述がまだしもである。 
いずれにせよ、「『日本十進分類法 新訂 10 版』
の使用法」等において、明確な解説が必要であろ
う13。 
 
3.3  固有補助表「10) 文学共通区分」の適用につ
いて 
 固有補助表「10) 文学共通区分」の注記は次の
ように述べている。(下線筆者) 
 
  ただし、言語の集合(諸語)および分類記号を 
複数の言語で共有している言語による文学には 
付加しない 例：929.8 インド諸語の小説集， 
994.7 スワヒリ語の小説 
  
 この例の「929.8 インド諸語の小説集」及び
「994.7 スワヒリ語の小説」14は共に、使用できな
い例である。固有補助表「9) 言語共通区分」と同
じく、「×929.83 インド諸語の小説集」及び「×
994.73 スワヒリ語の小説」と表現すべきである。 
  
3.4 「929 その他の東洋文学」の注記の問題 
 「929 その他の東洋文学」の注記では、次の説
明がある15。 
 
*829 のように言語区分 例：.1 朝鮮文学[韓 
国文学]，.2 アイヌ文学，.32 チベット文学，.37 
ベトナム文学[安南文学]，.57 トルコ文学，.76 
アラビア文学，.93 ペルシア文学 
 
 これらの事例中で、「.37 ベトナム文学[安南文
学]」及び「.57 トルコ文学」は、問題がある。「829 
その他の東洋の諸言語」との対比で示す。 
    9 類文学   8 類言語 
 .37 ベトナム文学 .37 モン・クメール諸語： 
[安南文学]    ベトナム語[安南語] 
   ・・・ 
  .57 トルコ文学  .57 チュルク諸語：トルコ語,
アゼルバイジャン語，ウズベク語，カザフ語，キ 
ルギス語，トルクメン語 
 ここでベトナム語[安南語]は、8 類言語「.37 モ
ン・クメール諸語」の分類小項目として示されて
いる。念のために『NDC10』における分類小項目
の意味を確認しておく16。 
 
  2) 分類小項目名 
   その分類項目名の下位概念を表す名辞を, 
分類小項目名としてコロン(：)を介して併記  
することがある. 分類項目名の理解を助ける 
ために分類小項目名を記載するが, 下位概念 
がすべて網羅されているわけではない. 
 
このように、ベトナム語[安南語]は、8 類言語
「.37 モン・クメール諸語」の例示的下位概念で
ある。固有補助表「10) 文学共通区分」は、言語
の集合(諸語)（中略）複数の言語で共有している
言語による文学には付加しない」としており、こ
の事例は矛盾している。 
また、「.57 トルコ文学」は、 8 類言語では「.57
チュルク諸語」が対応しており、トルコ語はアゼ
ルバイジャン語他と並んで、チュルク諸語の多く
の下位概念である。 
 固有補助表「10) 文学共通区分」は、言語の集
合(諸語)(中略)による文学には付加しない」として
おり、このトルコ文学の事例も矛盾している。 
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 3.5 言語による区分の合成規則の相違 
一般補助表の言語区分において、一つの記号で、
「-932 アイルランド語．スコットランド・ゲー 
ル語」のように複数言語が「同居」している場合 
にも、その個々の言語の百科事典は個々に展開が 
できる。 
 このことは、固有補助表「9) 言語共通区分」及
び「10) 文学共通区分」において、「ただし、言語
の集合(諸語)および分類記号を複数の言語で共有
している言語には付加しない」と合成を禁じてい
るのとは異なる。 
 しかし、この相違に対しての論理的な説明はつ
かない。現状のままに放置すると、例えば、「精緻
な」合成解説を施した「教科書」17が普及し、初
学者は理解不能に陥る。否、初学者のみならず、
図書館現場においても同様であろう。 
 こうした合成規則の異なりを放置しておいてよ
いとは思えない。日本におけるマイナー言語の百
科事典等の出版点数という文献的根拠からも18、
百科事典等においても、「言語の集合(諸語)および
分類記号を複数の言語で共有している言語には付
加しない」と合成を禁じるように、修正を行うの
が『NDC10』の論理性を高めると考える。 
 
４．複合主題の資料における「一般から特殊の原
則」 
 『NDC9』では、本表編の「解説」において、
「原則として、一般から特殊への順序」が述べら
れていた。「NDC では、並列する主題間の優先順
位は、原則として一般から特殊への順序となって
いる」19と。 
 しかし、『NDC10』においては、「『日本十進分
類法 新訂 10 版』の使用法」の「2.1 一般分類規
定 5)主題と主題との関連」において、分類表の主
題配列順序の原則について触れてはいるが、そこ
ではこの一般から特殊への展開への言及が欠落し
ている20。 
 これについては、やはり丁寧な解説の追加を望
みたい。 
 
５．さいごに 
 本稿では『NDC10』に関して、積み残したと考え
る課題について取り上げた。対象としたのは、<521 
/ 523 様式別の建築>及び、一般補助表「III 言語
区分」と固有補助表「9) 言語共通区分」、「10)  文
学共通区分」の複数言語の扱い、の 2 点である。 
『NDC10』を使用し、『NDC10』に馴染む中で、他
の箇所においても、さまざまな疑問が起こること
が考えられる。その時にはいったん立ち止まり、
分類法の基礎に立ち返って考察を行いたい。 
主旨は『NDC10』の論理性、透明性の向上を願っ
てのことである21。 
  
 本稿を終えるにあたって『NDC10』刊行へと長年
のご苦労を積み重ねられた歴代の分類委員会委員
の方々に感謝の意を捧げたい。歴代の委員長、委
員の方々については「本表・補助表編」の冒頭の
分類委員会報告」に記されている。 
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